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小沼貴子      (シリカ・ステンドグラス教室)  

ガラスは単独では輝くことが出来ません。光源がない

と一人では輝けない。私も同じです。出逢った人や経験

から自分を磨くしかありません。私のような未熟な力量

でココに所属させて頂けたことはステージアップのチャ

ンスを頂けたのだと受け止め、思い入れのある一つ一つ

を作って行きたいと思っております。 

 

 滋野昌江    (ステンドグラス工房 アトリエＭ) 

二回の展覧会にゲスト参加し、入会させていただきま

した。今はダルを中心に個展、制作をしています。 

ガラスに夢中になれる時間が持てることに感謝し、「見

ていると癒される。」そんな言葉に励まされ、制作を続

けています。 

「自由の女神」から始まった“世界シリーズ”、オリ

ンピックの今年は「ロンドンバス」です。このシリーズ

はまだ続きそうです。会員皆様の中で、大いに勉強させ

ていただきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

この度は、日本ステンドグラス作家協会へのご入会お

めでとうございます。 

あなた方の立派な業績と個性溢れる作品の数々に私た

ちは感銘いたしました。 

今このようにしてあなた方をお迎えできましたことを、

一同心よりお喜び申し上げます。 

これからは、道を究めるためにご一緒に、研磨・琢磨

致しましょう。 

険しい山を登りきらなければ、美しい世界が見えてき

ません。一緒に助け合ってこの山道を楽しく登りましょ

う。 

小沼様 滋野様 おめでとうございます。 

 

日本ステンドグラス作家協会 

会長 三浦 啓子 

 

 

 

 

編集後記 

 

10月 1日全面開業した

JR 東京駅の丸の内駅舎。

この秋のホットスポット

のひとつです。 

前日のテレビ番組で新

しく生まれ変わった東京

駅の様子が紹介され、復

原するにあたって創建当

時にこの建物を造った人びとの努力や想いが今につなが

っていることを改めて知らされました。 

辰野金吾が設計したこの建物は、世界に通用する日本

のセントラル駅として1914年(大正3年)に完成しました。

1945 年の戦災で南北のドーム、屋根や内装を焼失しまし

たが、戦後 2 階建ての駅舎として生まれ変わりこれまで

人びとに親しまれてきました。そして創建から約 100 年

後の今、現代の技術で当時の姿を取り戻したのです。 

価値あるものを永く大切に受け継ぐ現代の人びとの想い

は辰野金吾の想いにつながっていたのでしょうね。 

ところで JSGaAの第 1回の展示会場のことをみなさん

思い出して下さい。そうです。あの京都文化博物館別館

の設計も辰野金吾によるものだ

ったのですよ。 

私たちが心を込めて作るステ

ンドグラスも価値あるものとし

て永く大切に受け継がれる作品

でありたいものです。 
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日本ステンドグラス作家協会 

 会報誌 
 

 

 

 

２０１2 年 11 月 Vol.8 

 

 

     秋バラ  Fumie Funakoshi 



「ボヘミアン・グラス展」 

リーフレット より 

町田市立博物館パンフレット 

記載写真より 

ネジウムを含んだガラスは照明によっ

ては青く見えることもあります。 

 

 

 

横浜みなとみらい展の開催 

2012 年 8 月 8 日(水)～8 月 20 日(月) 、本協会所属作家

13 名の他、木村ちか子、村田久命、滋野昌江各氏の 3 名

のゲスト作家を迎えてみなとみらいギャラリーＣに於い

て展示会を開催。前日の搬入・設営の後、懇親会を行い

ました。 

9 月 10 日(月)有楽町電気ビル内・記者クラブにて実行委

員会反省会を行いました。 

 

 

 
 

８月８日から１３日間ＪＳＧＡＡ横浜みなとみらい展

が開催されました。 

来場者は２５００名を超え、今年の猛暑のなか長野、

山口、広島、岡山など作家協会展の為だけに時間をかけ

て遠方より御来場くださった方も多々おられました。地

方ではなかなかステンドグラスの展覧会がないので・・・

と皆様方のお声です。今回は展示期間がお盆休みにかか

ったことも遠くよりお出掛けいただけた一因と思われま

す。 

作家協会展も今回で本展を含め３回目の展覧会となり

ました。協力各社、ＨＰを通じ数多くの方に会の存在を

知って頂けるところとなりつつあります。今回は横浜市

の後援を受けることが出来ました。これも次回の名古屋

展への弾みになればと実行委員、会員一同来年への思い

を新たにした次第です。 

今回のみなとみ

らい展の会場は駅

直結のコンコース

から奥の展示作品

まで見渡せ、通りが

かりに思わず引き

込まれて入ってし

まったという方も

多く、沢山の質問を

受け、またステンド

グラスに携わっている方々との交流の場ともなりました。

年間で一作できるかどうかという細かい作品、試行錯誤

による実験的作品、表現の工夫、多くの試みに時間をか

けた、個性溢れるダイナミックな逸品は作家協会ならで

はの作品、などが多くの来場者からのご意見でした。 

新しいステンドグラスと向き合い、発信を続けてゆく

と云う、会の掲げた目標を確認すべく、次回に繋げてゆ

くことが作家協会会員の役目と考えております。 

来年度の名古屋

展（第３回展:本展）

もまた全会員実行

委員体制をとり、

成功させる意気込

みを会員一致で確

認した次第であり

ました。 

 
文 : 林 晶子 

(Ａ工房)  

 

 

 

展示会情報で「横浜みなとみらい展 “2012 躍動”～全ての

人へ～」に出展した会員作家の作品写真が掲載されまし

た。みなさんチェックしてみて下さい。  

http://jsgaa.org/  

    

 
 

町田市立博物館  ＊ボヘミアン・グラス展＊ 

 

9/29 sat ～ 11/25 sun

町田市立博物館所蔵のボヘ

ミアン・グラスコレクショ

ンが開催中です。この展覧

会ではヴェチィアン・グラ

ス（ガラスに含まれるアル

カリ成分が、ソーダ灰・ソ

ーダガラス：現在ステンド

グラス用に作られているほ

とんどの板硝子はソーダガ

ラス）とはまた違った輝き

を堪能してきました。ボヘ

ミアングラスは、アルカリ

成分原料として植物灰が使

用され、カリウムを多く含む

ので、カリガラスと呼ばれてい

ます。（過去にフィシャーというメーカーがカリガラスを

作っていました。） 

今回、光源により色の変わるガラスがとても印象的で

した。一つは、会報誌５号で紹介されたウランガラス、

もうひとつはネオジム（レアアース）を含んだガラスで

す。 

ラベンダー色が、太陽光線を受けるとピンク色になり

ます。光源を十数秒ごとに変えて（蛍光灯と白熱灯）展

示をしているので、この展示の前では足が止まります。

そのほかにも、１６～１７世紀から２０世紀までの様々

な技法のグラスコレクションが楽しめました。 

また博物館に隣接する

公園には弥生式住居が復

元されており、建物から出

て外の光を浴びると古か

ら続くガラスの歩んでき

た長い歴史を思い起こし

ました。 

 
文 : Ａ．Ｈ 


